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相手を大切にする気持ちを込めた「挨拶」を磨く 
                    校長 平岡 淳 

 

 12 月の人権週間を機に、ひびきあい活動とし

て、「命」について考える講演会を行いました。

保健師による命の誕生の話から、わたしたち一

人ひとりがもっているたった一つの「かけがえ

のない命」について学び、自分や仲間を大切に

し、感謝の気持ちをもって生活していくことを

確認しました。また、その後の学級活動でも自

他を大切にしていくために、今すべきこと、し

てはいけないことを話し合い、「誰もが安心し

て力を発揮できる学校」にしていくことを改め

て決意したひびきあい活動となりました。 

 この講話や学級活動での話し合いを受けて、

生徒会から「挨拶」について問題提起があり、

「挨拶」はコミュニケーションの手段の一つで

あると共に、お互いを大事にしていることを伝

え合う役割もあると話がありました。そして、

今の一中の挨拶は四本柱として誇れるものに

なっているかを、１年生から３年生までの小集

団で話し合うこととしました。その話し合いで

は、相手意識をもった挨拶を大事にしていくこ

とが話し合われ、その内容を全校集会で小集団

のリーダーが発表しました。 

 

本校では、生徒会役員や MSJ リーダーズのメ

ンバーが毎朝生徒玄関に立って挨拶運動を行

っています。最近では、一緒に活動を行うボラ

ンティアも増えてきました。この動きから、日

常の挨拶の様子も変化してきています。明るく

元気な挨拶もあれば、にこやかに目を見て会釈

する挨拶もあります。場に応じた挨拶ができる

ことは、「社会に出て通用する姿」の一つです。 

 この姿が地域でも広がっていくように、家庭

や地域でも生徒の姿を見守り見届けながら一

緒に挨拶を交わしあって頂けると幸いです。 

命をテーマにした 

ひびきあい集会 

【お知らせ】学校の様子は下記 URL の学校ホームページでも随時紹介しております。ぜひご覧ください。  

（https://www.city.nakatsugawa.lg.jp/soshikikarasagasu/school/daiichi_jhs/index.html）  

挨拶について話し合う活動 

相手意識をもった挨拶を 

更に高めていこうと決意する全校集会  
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